
障がい児(者)とのふれあい経験が与える影響の研究

学籍番号1007049

寮藤愛里彩

【目的】現在の日本の社会福祉における考

え方のひとつに「ノーマライゼーション」と

いう理念がある。これは、障がい児(者)と健

常児(者)は、互いに区別されることなく、社

会での生活を共にすることが正常であり、本

来の望ましい姿であるという考え方である。

その結果、街の商業施設や企業、公共交通

機関などでは障がい児(者)のことを考え、点

字や点字ブロックを用いた案内や、エレベー

ター・スロープ等の導入、バリアフリー等の

充実が図られるとともに、教育現場において

も障がい児(者)と健常児(者)を交流させ、互い

の理解を図ろうとする交流教育も行われてき

ている。

しかし、いまだに障がい児(者)への差別・

偏見は存在し、適切な支援がなかなか行われ

ないという現状がある。そこで、障がいにつ

いて理解するにあたり、障がい児(者)とのふ

れあい経験について着目し、障がい児(者)と

の関わりが、健常児(者)の態度形成や障がい

への理解、さらには進路選択に影響を与える

のかを考える。

本研究では、大学で福祉を学ぶ福祉学生と、

福祉について学ばないその他の学部に通う学

生(経済学部、文学部など)では、障がい児(者）

に対する態度や障がい児(者)ヘの理解にどの

ような違いがあるのかを研究していくことと

する。

以下、本研究で検証する仮説を示す。

①福祉学部と非福祉学部では、障がい児

(者)に対する態度に差があるのではないか。

②ふれあい経験の有無によって、障がい

児(者)に対する態度に差があるのではないか。

③障がい理解のある学生は､障がい児(者）

への態度も好意的なのではないか。

【方法】

徳田(1990)の多次元的態度尺度を参考に、質

問紙法で調査を行った。

札幌市内と札幌近郊を含む４年制大学に在学中

の学生２９０名（男性９９名、女性１９１名）を対象

とし、質問紙による調査を実施した。回答に不

備のあったものを除き､分析に用いた被験者は、

283名（男性９６名、女性１８７名）である。その

内約としては、福祉学部に所属する学生１３３名

（男性３８名、女性９５名)、非福祉学部に所属す

る学生１５０名（男性５８名、女性９２名）であっ

た。なお、被験者の学年の内約としては、１年

生５６名、２年生128名、３年生３１名、４年生

６８名であった。

【結果と考察】①福祉学部の学生と非福祉学

部の学生では、障がい児（者)に対する態度に差

があるのではないかという仮説において、学部

によって必ずしも差が出るというわけではない

が、特殊能力では、学部間ではっきり差がみら

れ､思いこみでは傾向があるとされる。よって、

①は、特殊能力と思いこみという障がい児(者）

に対する態度では差が見られることが実証され

た。②ふれあい経験の有無によって、障がい児

(者)に対する態度に関係性があるのではないか

という仮説に対し、「受容的態度」「統合教育」

「援助」において、ふれあい経験との影響があ

るとされ、「特殊能力」では、ふれあい経験が影

響するという傾向が出たので、この仮説は、「思

いこみ」という態度以外において、実証される

ことがわかった。③障がい理解のある学生は、

障がい児(者)への態度も好意的なのではないか

という仮説に対し、「受容的態度」「援助」「思い

こみ」において、障がい理解が態度に影響する

ということから、この仮説は実証される。障が

い理解があるということは、障がいに対して好

意的であり、理解があるために、障がい児(者）

が周囲から支援されることにおいても理解する

気持ちがあるのではないかと考えられる。
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